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2022 環境経営レポート

年５月１日～（対象期間：
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制定日：

　当社は、地球環境の保全が社会共通の重要課題であることを認識し、環境に配
慮した企業活動を行い、より豊かな社会の発展に貢献するため、本業である塗装
業、リフォーム工事業を通じて、地球温暖化問題への取り組みや地域の環境活動
に自主的・積極的に取り組みます。

＜環境経営理念＞

産業廃棄物の３Ｒ（リサイクル、リユース、リデュース）を推進します。

購入する資材や備品は、再生材やグリーン購入を推進します。

2018年3月1日

1.環境経営方針

電力消費量の削減及びガソリン、軽油の使用量を削減し、ＣＯ２排出の低減に努めます。

環境関連の法規等を明確化し遵守します。

環境情報を積極的に公開し、社会とのコミュニケーションを図ります。

全社員に対し、環境に関する教育を行い環境保全の意識及び能力の向上を図ります。

環境経営の継続的改善を誓約します。

株式会社　ダイソー

代表取締役　大出　寿文
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2.組織の概要

（１） 名称及び代表者名
株式会社　ダイソー
代表取締役　大出　寿文

（２） 所在地
本　　　社 長野県松本市大字島立８１０－１
島立ｼｮｰﾙｰﾑ 長野県松本市大字島立６７２－９
東京支社 東京都世田谷区千歳台4-15-5

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者 工事部長　鰐川　寿春 TEL：０９０－４４６１－５６２２
担当者 経理部　　大出　貴代子 TEL：０２６３－８８－６３８８

（４） 事業内容
建設業、塗装工事業、リフォーム工事業

（５） 事業の規模
売上高 2.9億円　（２０２2年度）

島立ｼｮｰﾙｰﾑ
5名

105㎡

（６） 事業年度 ５月～４月

3.認証・登録の対象組織・活動　（全社・全組織での活動）

登録組織名： 株式会社　ダイソー
対象事業所： 本社

島立ショールーム
東京支社

活動： 建設業、塗装工事業、リフォーム工事業

従業員　　　　　
延べ床面積　　　

本社(資材倉庫含む）
4名

163㎡

東京支社
非常勤
25㎡
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4.実施体制図及び役割・責任・権限表

役割・責任・権限

代表者（社長） ・環境経営に関する統括責任

・環境管理責任者を任命

・環境方針の策定・見直し及び全従業員へ周知

・環境目標・環境活動計画書を承認

・代表者による全体の評価と見直しを実施

・環境活動レポートの承認

環境管理責任者 ・環境経営システムの構築、実施、管理

・環境関連法規等の取りまとめ表を承認

・環境目標・環境活動計画書を確認

・環境活動の取組結果を代表者へ報告

・環境活動レポートの確認

環境事務局 ・環境管理責任者の補佐、EA21推進委員会の事務局

・環境目標、環境活動計画書原案の作成

・環境活動の実績集計

・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

・環境活動実績の確認・評価

部門長 ・自部門における環境方針の周知

・自部門の従業員に対する教育訓練の実施

・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告

・時部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施

・自部門の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成

　試行・訓練を実施、記録の作成

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

全従業員 ・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

代表者

環境管理
責任者

経理部

・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施

大出貴代子

・環境活動レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）

鰐川寿春
環境事務局

霜越和男 大出是男

大出貴代子

工事部 営業部

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間、技能、技術者を準備

社長
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5.主な環境負荷の実績

単位 2020年 2021年 2022年

kg-CO2 14,583 16,250 12,460

枚 35,088 33,218 15,403

㎏ 19,027 32,404 21,345

㎥ 124 194 290

㎏ 1,460 2,646

％ 100 100 100

％ 44 61 85

※中部電力　2021年度　調整後排出係数　0.493kg-CO２/kWh

6.環境目標及びその実績
○　目標達成　×目標未達

（基準値) （目標） （実績） （評
価）

（目標） （目標）

kg-CO2 2,814 2,785 2,261 2,757 2,729

基準年比 99% 80% 98% 97%

kg-CO2 13,216 13,084 10,199 12,952 12,819

基準年比 99% 77% 98% 97%

kg-CO2 16,029 15,869 12,460 × 15,709 15,549

枚 37,621 37,245 15,403 36,869 36,492

基準年比 99% 41% 98% 97%

㎏ 44,858 44,409 21,345 43,961 43,512

基準年比 99% 48% 98% 97%

㎥ 160 158 290 157 155

基準年比 99% 181% 98% 97%

㎏ 1,460 1,445 2,646 1,430.8 1,416.2

基準年比 99% 181% 98% 97%

％ 100% 100% 100% 100% 100%

基準比

％ 90.1 91.0 84.9 91.9 92.8

基準年比 101% 94% 102% 103%

円 － － 33,803 37,184 40,564
基準年比 101% 102%

一般産業廃棄物排出
量

グリーン購入の推進

〇

自動車燃料の二酸化
炭素削減

溶剤の使用量削減

電力の二酸化炭素削
減

製品への環境配慮

2024年

水使用量

　　　　　　　　　　　年　度
　　項　目

2021年

上記二酸化炭素排出量合計

溶剤の使用量

グリーン購入

(購入額占有率）

製品への環境配慮

一般廃棄物の削減

水道水の削減

産業廃棄物の削減

（コピー用紙使用
量）

仕事の効率化

産業廃棄物排出量

項　目

二酸化炭素総排出量

2022年

〇

〇

×

〇

〇

〇

2023年

(購入数占有率)

〇
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7.環境活動計画及び取組結果とその評価

◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

達成状況

数値目標 〇
△
〇
〇

数値目標 ×
〇
〇
△
△
〇
〇

数値目標 〇

〇
〇

数値目標 〇

〇
〇

数値目標 〇
〇
〇

〇
△

数値目標 〇
〇
〇

〇
〇

数値目標 〇
〇

〇

数値目標 〇

〇

数値目標

〇

■上方修正　　□下方修正　　□基準見直し

電力の二酸化炭素排削減
■上方修正　　□下方修正　　□基準見直し

・空調温度の適正化（冷房２８℃暖房１８℃）

・未使用時はコンセントを抜く
・必要時以外照明を点灯させない

自動車燃料の二酸化炭素削減

評　価（結果）

冷暖房時はサーキュレーターを使用し、室温の均一化、熱効
率の向上を図る

取り組み計画

一般廃棄物の削減

・冷暖房を最小限に心がける
・低速走行を心がける

車両台数が増えたたので仕方がないが、個人別に燃費計算を
実施し、目標値を設定することで達成に向けた行動への契機
とする。

工事部門のミスプリント減少のために、プリントは必ずレ
ビューをし、プリントミスを防ぐ。

・停車時エンジン停止

・急加速、急停車の防止

・コピー用紙PEFCマーク使用

製品への環境配慮

・水性塗料使用促進 全体的に水性塗料の割合はかなり増えている

水道水の削減

溶剤の使用量削減

■上方修正　　□下方修正　　□基準見直し

・容器の蓋の徹底
・使用量の適正化

・作業ミスによる使用量増加の抑制

・井戸水の使用
・植樹への散水は川水を利用

目標値を明確にし、節水を推進する。

洗浄用シンナーの再利用を推進する。

・出しっぱなしにしない

産業廃棄物の削減

・アイドリングストップ

■上方修正　　□下方修正　　□基準見直し

・節水呼び掛けの掲示

グリーン購入

■上方修正　　□下方修正　　□基準見直し

・代替物質の検討

・帳票見直しによる印刷物の削減

■上方修正　　□下方修正　　□基準見直し

・ボールペン替え芯使用

■上方修正　　□下方修正　　□基準見直し

・産業廃棄物種類分別
・廃塗料の削減

処分前の分別、減量抑制状況を記録し、更なる意識の向上化
を図る。

■上方修正　　□下方修正　　□基準見直し

・コピー用紙裏紙利用促進

・効率的なルートでの移動

事務用品だけでなく、トイレットペーパー等も再生紙のもの
を購入できた。建設資材等も再生資源を選択するようにして
いく

仕事の効率化

■上方修正　　□下方修正　　□基準見直し

・1人当たりの売上高を挙げより仕事の効率化を図
る

社員一人あたりの粗利について主力業務において算出し、不
採算は見直す
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8.次年度の環境経営目標及び環境経営計画

kg-CO2

基準年比

kg-CO2

基準年比

kg-CO2

枚

基準年比

㎏

基準年比

㎥

基準年比

㎏

基準年比

％

基準年比

％

基準年比

円

基準年比

2,757

12,952

36,869

43,961

157

1,430.8

活動計画次年度の目標目標項目

付帯部分塗料の水性化を検討していく

雨水貯水タンクの採用を検討していきたい

購入時には常に意識し、グリーン対象商品
の購入を検討する

特に個人宅には水性塗料を使用していく

社員一人当たりの売上高を調べ仕事の効率化を確認していく

製品への環境配慮

(購入数占有率)

グリーン購入の推進

(購入額占有率）

100%

91.9

33,803

水道水の削減

溶剤の使用量削減

仕事の効率化

98%

98%

102%

電力の二酸化炭素削減 夏期，冬期のエアコン温度設定温度、使用
しない電気、コンセントの消し忘れを防ぐ
等各人の意識改革

無駄な移動を防止し、使用燃料削減の意識
をもち、努めていく

プリント前にプレビューを確認し、プリン
トミスをなくす

産業廃棄物は担当者がしっかり分別する
が、再チェックを管理担当者がし、廃棄物
原料に努める

98%

98%

36,869

98%

自動車燃料の二酸化炭素削減

15,709上記二酸化炭素排出量合計

産業廃棄物の削減

一般産業廃棄物の削減

（コピー用紙使用量）

7 ページ



9.法的義務を受ける主な環境関連法規

食品廃棄物のリサイクル率は当該年度の目標値を達成しました。

なお、関係当局よりの違反等の指摘は、過去３年間ありませんでした。

廃棄物処理法 一般廃棄物、産業廃棄物（金属ｸｽﾞ、廃プラ、廃ガラス、廃油等）

適用される法規制 適用される事項（施設・物質・事業活動等）

フロン排出抑制法 空調機

建築リサイクル法

労働安全衛生法 現場の作業管理、有機溶剤使用

事務用品、建築資材

消防法（危険物） シンナーの保管

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。

グリーン購入法

松本市環境基本条例 〃

騒音・振動規制法 発電機、コンプレッサー

長野県産業廃棄物の適正な
処理の確保に関する条例

〃

産業廃棄物減量推進及び適正処理
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10.代表者による全体の評価と見直し

（１）環境方針

環境方針については、各項目をさらに推進したい。

（２）取組状況の評価結果
各項目への取り組みに、部署ごとの温度差がある。

（３）改善への提案
会社で達成する意識を社員に啓蒙し、意識の底上げを図る。

（4）目標・環境活動計画
計画に変更はない。

（５）目標・環境活動計画の達成状況

目標値達成状況 活動計画実施状況

〇 ○

× ○

〇 ○

〇 ○

〇 ○

〇 ○

〇 ○

〇 ○

（６）改善への提案
製品への環境配慮について、二酸化炭素削減、塗料の水性化、低環境負荷型への移行を更にすすめていく

（７）総括

　　代表取締役　　大出　寿文

水性塗料の積極的使用を続ける

購入時に対象品の確認

水性化の更なる推進

コメント

目標達成のために努力を続ける

　　　　　〃

コピーミスを減らす努力、プリント前にもう一度確認

分別の徹底

節水の意識を更に持つ

・環境への取り組みについては、毎月の安全会議や、環境教育訓練、消火訓練等時に毎回呼びかけ
て都度意識をさせ徹底をする必要があると感じている。

・継続の際に関係者、社員、協力業者へ浸透していくように努めたい。

・新入社員や新規協力業者にも初期段階でしっかり周知し、意識づけしてもらうように努める。

・責任者が再度確認することや周知強化に取り組むほか、代表者が自らが気持ち新たに取り組むこ
とが重要であると考えます。

・各セクションにより、環境計画推進に対する温度差があるため、会社一丸となって取り組む姿勢
を醸成する契機としたい。

電力の二酸化炭素削減

自動車燃料の二酸化炭素削減

一般産業廃棄物の削減

産業廃棄物の削減

水道水の削減

製品への環境配慮

溶剤の使用量削減

グリーン購入の推進

目標項目

令和5年5月30日
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